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手続きは簡単です！ 
役場3階で住所と名前を書くだけ 
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11月25日（金） 提案説明 
11月30日（水） 質疑 
12月 1日（木） 質疑・委員会付託 
12月 6日（火） 総務建設常任委員会 
12月 8日（木） 文教福祉常任委員会 
12月13日（火） 一般質問 
12月14日（水） 一般質問 
12月20日（火） 討論・採決 

表紙の写真 

わがまち
　15回目のやろ舞い大祭
が開演。みんなの笑顔と、
その力強い舞いが、澄みき
った青空に。 
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心ひとつに全員野球 
大口タイガース 

27年度決算認定　基金は増加　借金は減少 
北保育園　第1期工事完了 
一般質問　ごみ処理　何を重点に取り組んでいくか 
　　　　　町内河川の集中豪雨に対する治水対策は 
意見交換会にお越しください　11月12日（土） 2か所で開催 
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9月10日　第15回やろ舞い大祭（役場前駐車場） 9月10日　第15回やろ舞い大祭（役場前駐車場） 

会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.aichi.jp

/2741.htm

取材を終えて 
　野球を通じ、学年を超えて助け励ましあえる、
元気いっぱいの子どもたちです。子どもたち
の成長を支える15人のコーチ陣も選手たちへ
の熱い思いいっぱいでした。野球の魅力拡大
のために、仲間を増やしいつまでも頑張って
いただければと思いました。　　　（丹羽　孝） 

今日も勝つぞ、学年を超えて意思統一 がんばろう「心ひとつに全員野球」 

♪　大口タイガースってどんなチーム？ 
　大口タイガースは平成7年に活動を開始し
ました。大口町が認めるスポーツ少年団に所
属する少年軟式野球チームです。 
　北小学校児童を中心に19人の団員で構成さ
れ、北小学校をホームグランドに元気いっぱ
い練習に取り組んでいます。 

 

♪　どんな活動をしているの？ 
　子どもたち全員が心ひとつに、大好きな野
球を通して、勝った時の嬉しさ、負けた時の
悔しさ、青空の下で白球を追いかける楽しさ
を知ることなどで健康な身体作り、学年を超
えた子どもたちの交流を通して健全な心身の
育成をしていくことをモットーに活動してい

ます。子どもをサポートする大人同士のチー
ムワークもバッチリです。 
 

♪　皆さんに言いたいことはありますか？ 
　野球やスポーツに興味のある子は、男の子
でも女の子でも是非遊びに来てください。見
学だけでも大歓迎です。いつでも歓迎します。 
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歳出 
（使いみち） 

歳入 
（財源） 

 
○町提出（15議案1認定） 
 
 
 
 
 
○請願及び陳情 
 
 

9月定例会を、9月2日から27日までの26日間の会期で開催しました。 
税条例等の改正、平成28年度の補正予算、教育長の任命、平成27年度決算
認定など 

採決の結果　［賛成多数で可決］　税条例等の改正、平成27年度一般会計及び特別会計歳入歳出
決算認定 

　　　　　　［全会一致で可決］　平成28年度一般会計補正予算、町道路線の認定、教育長の任命
など14議案 

 
採決の結果　［採　　択］　請願1件及び陳情2件 
　　　　　　［聞き置く］　陳情2件 

（関連記事　P6） 
一般質問では、6議員が町政全般にわたり質問しました。 

9月議会で決まった主な内容 

平成27年度決算を認定 
一般会計歳入決算額 89億5263万円 

（前年比4億807万円増） 

会　計　名 

一 般 会 計  

国 民 健 康 保 険  

介 護 保 険  

公共下水道事業 

後期高齢者医療 

土 地 取 得  

農業集落家庭排水事業 

社 本 育 英 事 業  

国 際 交 流 事 業  

小 計  

合 計  

歳入決算額 

89億5263万円 

24億2135万円 

10億2451万円 

7億5866万円 

2億2860万円 

4746万円 

3208万円 

877万円 

600万円 

45億2743万円 

134億8006万円 

歳出決算額 

83億712万円 

24億1390万円 

10億1238万円 

7億5866万円 

2億2677万円 

4746万円 

3208万円 

70万円 

600万円 

44億9795万円 

128億507万円 

差引額 

6億4551万円 

745万円 

1213万円 

0円 

183万円 

0円 

0円 

807万円 

0円 

2948万円 

6億7499万円 

特
　
別
　
会
　
計
 

■平成27年度会計別歳入・歳出決算額 

■基金（預金） ■町債（借金） 

■財政分析指標の推移 

 

 

財政力指数 
（単年度） 

経常収支比率 

実質収支比率 

公債費比率 

19年度 
（参考） 

1.61 
 

61.2% 

9.1% 

1.7%

25年度 

 

1.11 
 

77.2% 

3.7% 

△1.1%

26年度 

 

1.18 
 

74.4% 

3.6% 

△1.4%

27年度 

 

1.23 
 

71.1% 

8.1% 

△0.7%

財政力指数とは、地方自治体の財政力を示す指数。
過去3年間の平均で1未満になると、交付団体とな
ります。 

※数値は端数調整してあるため、合計が一致しない場合もあります。 

町税 64% 
56億8914万円 

国庫支出金 8% 
6億9804万円 

地方消費税交付金 7% 
6億486万円 

県支出金 6% 
5億6270万円 

諸収入 4% 
3億9119万円 

町債 3% 
3億円 

繰越金 3% 
2億5807万円 

使用料及び手数料 2% 
1億3968万円 

その他 3% 
3億895万円 

決
算
増
額
の
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な
要
因
と

し
て
、
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）
増
加
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
給
与
所
得
等

の
増
加
や
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等
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の
業
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が
好
調
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も
の
で
す
。
歳
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は
、
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ま
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、
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政
分
析
指
標
は
、
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な
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が
保
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ま
す
。
 

一般会計歳出決算額 83億712万円 
（前年比2063万円増） 

民生費 38% 
31億2360万円 

総務費 17% 
14億3232万円 

土木費 11% 
9億4367万円 

教育費 11% 
8億8070万円 

衛生費 9% 
7億826万円 

消防費 5% 
4億5825万円 

商工費 3% 
2億4648万円 

公債費 
（借金の返済） 3% 

2億3704万円 

議会費 2% 
1億4119万円 

農業費 1% 
1億1348万円 

諸支出金 0.2% 
1794万円 

労働費 0.1% 
419万円 

未
満
児
保
育
増
加
に
向
け
 

北
保
育
園 

第
1
期
工
事
完
了
 

■税目別収入の比較 

5億円 

10億円 

15億円 

20億円 

25億円 

30億円 

固定資産税 個人町民税 法人町民税 

26年度決算額 
27年度決算額 

25年度決算額 
19年度決算額（参考） 

19年度は、過去最高
の法人町民税の収入
年度となります。 

北保育園　第1期工事の財源 

一般財源 1億4520万円 

国・県支出金 1億6576万円 

地方債 
3億円 

その他 
1億2048万円 

北保育園　第1期工事の決算額 

民生費 
7億3144万円 

0

40億円 

30億円 

20億円 

10億円 

25年度 26年度 27年度 
0

70億円 
60億円 
50億円 
40億円 
30億円 
20億円 
10億円 

25年度 26年度 27年度 
特別会計基金残高 一般会計基金残高 特別会計町債残高 一般会計町債残高 

37億4341万円 

25年度比 1億8908万円増 

39億3249万円 68億1357万円 

25年度比 3億5759万円減 

64億5598万円 37億4341万円 

25年度比 1億8908万円増 

39億3249万円 68億1357万円 

25年度比 3億5759万円減 

64億5598万円 
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答 □ 問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

答 □ 答 □ 問 □ 

問 □ 問 □ 

答 □ 

問 □ 

答 □ 

問 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 答 □ 

問 □ 

答 □ 

答 □ 

問 □ 

問 □ 答 □ 問 □ 

答 □ 問 □ 

答 □ 答 □ 問 □ 

問 □ 

答 □ 問 □ 答 □ 

質疑
あれこれ
議案質疑、総務建設及び文

教福祉の各常任委員会での

主な質疑を掲載します。 

質疑
あれこれ

●
主
な
内
容
 

﹇
個
人
町
民
税
﹈自
主
服
薬
推

進
の
た
め
の
所
得
控
除
制
度

の
導
入
。 

﹇
軽
自
動
車
税
﹈消
費
税
率
10

％
引
上
げ
に
よ
る
自
動
車
取

得
税
廃
止
に
伴
う
環
境
性
能

割
の
創
設
。
グ
リ
ー
ン
化
特

例
の
延
長
。 

﹇
軽
自
動
車
税
﹈ 

 

税
額
に
変
更
は
な
い
か
。
 

変
更
は
な
い
。
自
動
車

取
得
税
が
環
境
性
能
割
に
変

わ
る
。
燃
費
性
能
に
よ
り
、

税
率
が
軽
減
さ
れ
る
。
 

﹇
法
人
町
民
税
﹈ 

 

平
成
28
年
度
の
法
人
税

割
の
税
率
は
9.7
％
に
な
る
。

税
収
見
込
は
。
 

27
年
度
決
算
額
で
試
算

す
る
と
約
9
億
円
。
 

  税
率
が
6
％
に
な
る
29

年
度
の
税
収
見
込
み
は
。
 

同
様
に
試
算
す
る
と
、

約
8
億
9
千
万
円
。
改
正
の

影
響
が
本
格
化
す
る
の
は
30

年
度
で
、
税
収
は
約
5
億
5

千
万
円
。
 

﹇
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
プ
ラ
ン
﹈ 

 

地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
を
図
る
も
の
か
と
思
う
が
、

そ
の
内
容
は
。
 

若
者
、
子
育
て
世
帯
の

定
住
支
援
に
よ
り
、
将
来
に

わ
た
っ
て
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
を
目
指
す
。
新

た
な
企
業
誘
致
の
誘
導
策
に

も
な
る
。
 

﹇
保
育
園
　
木
製
の
机
・
い
す
﹈ 

 木
製
の
机
・
い
す
を
購

入
す
る
の
は
。
 

昨
年
度
、
建
設
中
の
北

保
育
園
に
購
入
。
町
全
体
で

「
木
育
」
の
推
進
を
目
指
し

て
お
り
、
西
保
育
園
・
南
保

育
園
に
も
、
補
助
金
を
活
用

し
て
同
様
の
机
・
い
す
を
購

入
す
る
。
 

﹇
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
北
側
駐
車
場
の
屋
根
改
修
﹈ 

屋
根
を
テ
ン
ト
素
材
か

ら
F
R
P
（
繊
維
強
化
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
）
に
変
え
る
と
の

こ
と
だ
が
。
 

11
月
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ

り
終
了
後
に
着
工
。
F
R
P

は
半
透
明
で
、
変
色
し
に
く

い
も
の
を
予
定
し
て
お
り
、

暗
く
な
ら
な
い
。
 

﹇
後
期
高
齢
者
医
療
﹈ 

 保
険
料
は
、
基
本
的
に

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
は

ず
だ
が
。
 

  保
険
の
切
り
替
わ
り
で

普
通
徴
収
と
な
っ
た
際
、
未

納
と
な
る
傾
向
が
あ
る
。
新

規
加
入
者
に
は
、
制
度
の
内

容
を
チ
ラ
シ
等
で
説
明
し
て

対
応
し
て
い
る
。
 

﹇
固
定
資
産
税
﹈ 

 前
年
度
比
0.5
％
の
微
増
。

新
築
家
屋
増
の
影
響
は
。
 

工
場
等
、
様
々
な
家
屋

が
あ
る
た
め
一
概
に
比
較
で

き
な
い
が
、
新
築
家
屋
は
前

年
度
比
57
戸
増
。
税
収
に
は

少
な
か
ら
ず
影
響
し
て
い
る
。
 ﹇

子
ど
も
医
療
費
﹈ 

 決
算
で
は
、
約
1
億
4

千
万
円
。
一
人
当
た
り
の
医

療
費
助
成
額
は
。
 

助
成
額
は
一
人
当
た
り

約
4
万
円
。
未
就
学
児
ま
で

の
医
療
費
が
特
に
多
く
、
26

年
度
決
算
で
は
、
町
は
県
内

で
1
位
だ
っ
た
。
 

﹇
防
犯
灯
の
L
E
D
化
﹈ 

 工
事
の
進
行
状
況
は
。
 

  計
画
で
は
、
今
後
2
〜

3
年
で
工
事
を
完
了
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。
 

﹇
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
﹈ 

 利
用
者
の
増
加
や
満
足

度
の
向
上
に
対
す
る
今
後
の

考
え
は
。
 

バ
ス
は
ま
も
な
く
、
更

新
時
期
を
迎
え
る
。
路
線
な

ど
、
バ
ス
サ
ポ
ー
ト
隊
と
一

緒
に
、
利
用
者
目
線
で
考
え

て
い
き
た
い
。
 

 

 ﹇
学
習
等
共
同
利
用
施
設
の
修
繕
計
画
﹈ 

 学
共
の
修
繕
計
画
は
。
 

昨
年
度
、
計
画
を
策
定

し
、
す
べ
て
の
学
共
の
状
況

を
確
認
。
本
年
度
か
ら
順
次
、

区
長
の
要
望
も
伺
い
な
が
ら
、

外
壁
や
屋
根
の
防
水
、
ト
イ

レ
の
洋
式
化
等
を
進
め
る
。
 

﹇
認
知
症
対
策
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 認
知
症
は
、
高
齢
者
だ

け
で
な
く
若
年
の
方
も
増
え

て
い
る
。
 

症
状
別
の
家
族
の
対
応
、

各
種
サ
ー
ビ
ス
を
ま
と
め
た

「
認
知
症
ケ
ア
パ
ス
」
を
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や

社
会
福
祉
協
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会
と
町
で
作

成
し
て
い
る
。
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公
共
工
事
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 地
元
業
者
へ
の
工
事
発

注
を
。
 

少
額
工
事
は
地
元
業
者

で
と
い
う
姿
勢
で
進
め
て
い

る
。
町
に
登
録
し
て
い
た
だ

く
中
で
、
受
注
の
機
会
も
増

え
る
と
考
え
る
。
 

﹇
町
営
住
宅
使
用
料
﹈ 

 耐
用
年
数
が
過
ぎ
て
い

る
町
営
住
宅
も
あ
る
。
使
用

料
を
建
替
え
等
の
た
め
に
基

金
で
積
み
立
て
る
こ
と
は
で

き
な
い
か
。
 

植
松
住
宅
を
30
年
以
降

ど
う
取
り
扱
う
か
、
方
向
性

を
示
し
た
上
で
対
応
し
た
い
。
 ﹇

国
民
健
康
保
険
﹈ 

 過
去
最
高
の
医
療
費
の

支
出
に
な
っ
た
こ
と
を
町
民

に
周
知
す
る
考
え
は
。
 

医
療
費
は
25
年
度
以
降
、

毎
年
増
加
。
医
療
費
抑
制
や

自
己
の
健
康
管
理
意
識
に
繋

が
る
よ
う
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク

医
薬
品
や
特
定
健
康
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査
受

診
の
啓
発
を
続
け
る
。
 

﹇
カ
ラ
ス
の
被
害
対
策
﹈ 

 カ
ラ
ス
は
な
わ
ば
り
意

識
も
あ
り
、
な
か
な
か
減
少

し
な
い
。
被
害
を
防
ぐ
方
法

は
。
 

  音
や
光
で
は
効
果
が
な

い
。
エ
サ
に
な
る
よ
う
な
も

の
を
置
か
な
い
な
ど
が
防
衛

手
段
。
 

LED化が待たれる防犯灯 

日常生活や通勤の足として利用 

カラス対策に有効な手段はあるのか 

北保育園では年長・年中
クラスに 

健康文化センター北側駐車場の屋根 

も
く
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税
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等
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○＝賛成　　×＝反対 

税
条
例
等
の
一
部
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正
 

平
成
27
年
度
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
 

吉
田
　
正
 

　
改
正
は
、主
に
消
費
増

税
を
前
提
に
し
た
も
の
。

法
人
税
割
の
税
率
変
更
に

よ
る
税
収
減
は
自
治
体
の

施
策
が
狭
め
ら
れ
、地
方

分
権
の
考
え
に
相
反
す
る
。 

　
新
た
な
医
療
費
控
除
制

度
は
、自
己
責
任
で
病
気

を
治
療
さ
せ
る
危
険
な
も

の
。国
に
は
、医
療
制
度
を

維
持
発
展
さ
せ
、国
民
の

命
と
暮
ら
し
を
守
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

  

鈴
木
義
彦
 

　
法
人
税
割
の
税
率
変
更

は
容
認
し
て
い
な
い
が
、地

方
税
法
等
の
改
正
に
よ
る

も
の
で
や
む
を
得
な
い
。 

　
軽
自
動
車
税
の
環
境
性

能
割
の
創
設
、医
療
費
控

除
や
個
人
住
民
税
、固
定

資
産
税
等
の
特
例
措
置
も
、

制
度
上
必
要
な
改
正
で
あ

る
。 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

吉
田
　
正
 

　
3
歳
未
満
児
受
入
れ
確

保
の
た
め
の
北
保
育
園
建

替
え
、防
犯
灯
の
地
元
負

担
の
廃
止
決
定
、介
護
保

険
料
の
す
え
置
き
な
ど
は

評
価
。 

　
タ
ク
シ
ー
助
成
基
準
、

80
歳
敬
老
祝
い
金
の
廃
止
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

入
所
基
準
、す
く
す
く
サ
ポ

ー
ト
事
業
の
利
用
料
な
ど
、

高
齢
者
や
子
育
て
の
分
野

で
の
施
策
の
後
退
の
問
題

を
指
摘
し
反
対
。 

 

  

 

鈴
木
義
彦
 

　
住
民
の
福
祉
増
進
の
た

め
、国
・
県
の
補
助
制
度
を

有
効
活
用
し
な
が
ら
、施

策
に
計
画
的
に
取
り
組
み
、

各
種
事
業
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。
財
政
分
析
指
標
を

み
て
も
本
町
の
財
政
は
健

全
で
あ
り
、一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
と
も
に
適
正
か

つ
効
率
的
に
予
算
執
行
さ

れ
て
い
る
。 

反
対
討
論
 

賛
成
討
論
 

賛
否
が
分
か
れ
た
2
議
案
の
討
論
要
旨
は
左
の
と
お
り
で
す
 

議
員
提
出
議
案 

　
9
月
議
会
に
提
出
さ
れ
た
1
件

の
請
願
、
4
件
の
陳
情
は
、
所
管
の

常
任
委
員
会
で
審
査
し
ま
し
た
。
 

 【
請
願
】 

 ・
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・
実
施
と

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

及
び
拡
充
を
求
め
る
請
願
書
 

（
全
員
賛
成
で
採
択
） 

請
願
者
 

尾
北
地
区
教
職
員
組
合
 

執
行
委
員
長
　
野
口
和
敬
　
他
86
名
 

紹
介
議
員
 

大
竹
伸
一
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陳
情
】 

 ・
福
祉
・
保
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人
材
確
保
対
策
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　（
聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

全
国
福
祉
保
育
労
働
組
合
東
海
地
方
本
部
 

執
行
委
員
長
　
寺
坂
　
渉
 

 ・
国
の
私
学
助
成
の
拡
充
に
関
す
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情
書
 

（
全
員
賛
成
で
採
択
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 ・
愛
知
県
の
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の
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充
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す
る
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見
書
の
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出
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求
め
る
陳
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書
 

（
全
員
賛
成
で
採
択
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・
私
立
高
校
生
の
父
母
負
担
を
軽
減
し
、

学
費
の
公
私
格
差
を
是
正
す
る
た
め
に

市
町
村
独
自
の
授
業
料
助
成
の
拡
充

を
求
め
る
陳
情
書
　
　
　（
聞
き
置
く
） 

陳
情
者
 

代
表
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木
由
美
 

私
学
を
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く
す
る
愛
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父
母
懇
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会
 

会
長
　
安
井
浩
樹
 

愛
知
私
学
助
成
を
す
す
め
る
会
 

会
長
　
中
川
初
枝
 

   　
3
つ
の
意
見
書
を
全
員
賛
成
で

可
決
し
、
議
会
か
ら
国
や
県
へ
送
付

し
ま
し
た
。
 

 ・
定
数
改
善
計
画
の
早
期
策
定
・
実
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と

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の
堅
持

及
び
拡
充
を
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る
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書
 

 ・
国
の
私
学
助
成
の
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額
と
拡
充
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る
意
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書
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愛
知
県
の
私
学
助
成
の
増
額
と
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充
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追　跡 追　跡 
1年前の一般質問から 1年前の一般質問から 

あれから どうなった?あれから どうなった?

議会だよりでは、1年前の一般質問から2題を選び、あれからどうなっ
たかを調査しました。 

あれから どうなった?

6議員が質問 町政を問う 町政を問う 
一
般
質
問 

ここ
が聞きたい!

町政を問う 町政を問う 
鈴木義彦 

丹羽　孝 

吉田　正 

齊木一三 

岡　孝夫 

柘植　満 

「一般質問」とは、行財政にわたる議員主導による政策の議論です。（通告順） 

図書館　建設は前向きに検討されているか 
学校給食　老朽化した給食センターの建替えは 

ごみ処理　何を重点に取り組んでいくか 
生産年齢人口　女性と男性の比率がアンバランスだが 

小規模企業振興条例の制定を 
介護保険　保険あって介護無しにならないように 

町内河川の集中豪雨に対する治水対策は 
 

増加傾向にある短時間豪雨　内水氾濫・浸水被害への対応は 
 

大活字図書　日常生活用具給付事業に導入を 
災害時に備え、ストーマ装具の保管を 

P8 

P9 

P10 

P11 

P12 

P13

フェイスブック等を利用した情報発
信はできないか。 
 
フェイスブックは、リアルタイムに情
報発信できる有効な手段だが、ア
カウントの乗っ取り防止等、公的に
利用するには万全のセキュリティ
対策が求められるため、慎重に対
応していきたい。 

岡
　
孝
夫
 

平
成
２７
年
9
月
定
例
会
 

SNSの活用は 

問 

答 

借りた本の履歴を残すことで、読書
意欲を高める効果が期待される。
財政負担を抑えたものもある。導
入への考えは。 
 
専用機械で記録する通帳は全国で
約10団体。手書きなど簡易な通帳
は県内で10団体。読書通帳の実
施に向け、検討している。 

柘
植
　
満
 

子ども読書通帳の導入を 
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28年2月から「i広報誌」と「フェイスブ
ック」の利用を開始した。フェイスブック
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質問者の満足度 町の公式フェイスブック
が検索しにくい。また、文
字主体なのが残念。もっ
と魅力あるものにしないと。 

28年1月から、手書き方式の読書通帳
を3種類（低学年用・高学年用・成人用）
作成した。図書館のカウンターでの配
布や町HPからダウンロードできる。 
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いっぱい貯まるとい
いですね。 
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う
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っ
た
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問 

答 

借りた本の履歴を残すことで、読書
意欲を高める効果が期待される。
財政負担を抑えたものもある。導
入への考えは。 
 
専用機械で記録する通帳は全国で
約10団体。手書きなど簡易な通帳
は県内で10団体。読書通帳の実
施に向け、検討している。 

柘
植
　
満
 

子ども読書通帳の導入を 

問 

答 

28年2月から「i広報誌」と「フェイスブ
ック」の利用を開始した。フェイスブック
では、町HPの「役場からのお知らせ」や

「新着情報」など、リアルタイムの情報
を発信している。 

質問者の満足度 町の公式フェイスブック
が検索しにくい。また、文
字主体なのが残念。もっ
と魅力あるものにしないと。 

28年1月から、手書き方式の読書通帳
を3種類（低学年用・高学年用・成人用）
作成した。図書館のカウンターでの配
布や町HPからダウンロードできる。 

質問者の満足度 読書通帳に、知識が
いっぱい貯まるとい
いですね。 

こ
う
な
っ
た
 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

・・・・・ 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

にっこり 

がんばれ 

一
　
般 

質
　
問 
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鈴 木 義 彦  

一
　
般 

質
　
問 

鈴

木

義

彦

 

図
書
館
建
設
は
、
前

向
き
に
検
討
さ
れ
て

い
る
の
か
。
ど
の
よ
う
な
コ

ン
セ
プ
ト
や
事
例
を
研
究
し

て
い
る
か
。
 

本
年
5
月
に

「
人
が
集
ま

る
空
間
づ
く
り
検
討
会
」
を

立
ち
上
げ
、
図
書
館
だ
け
で

な
く
、
幅
広
い
視
点
で
検
討

し
て
い
る
。
 

 

車
い
す
を
利
用
す
る

方
は
、
図
書
館
内
の

行
き
来
に
不
自
由
し
て
い
な

い
か
。
 

図
書
館
内
は
、

車
い
す
が
通

れ
る
ぎ
り
ぎ
り
の
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
て
い
る
。
車
い
す

が
通
れ
な
い
場
所
も
あ
る
が
、

そ
の
よ
う
な
場
合
は
職
員
に

申
し
出
て
い
た
だ
き
、
職
員

が
希
望
さ
れ
る
図
書
を
持
っ

て
く
る
と
い
う
方
法
を
と
っ

て
い
る
。
 

     

す
で
に
28
年
が
経
過

し
、
老
朽
化
が
進
ん

で
い
る
。
給
食
セ
ン
タ
ー
の

建
替
え
は
、
具
体
的
に
進
ん

で
い
る
か
。
 

計
画
的
に
建

替
え
を
行
う

必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

時
期
に
つ
い
て
は
、
運
営
な

ど
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
を
含

め
て
検
討
し
て
い
く
。
 

 

給
食
セ
ン
タ
ー
の
運

営
に
あ
た
り
、
業
務

の
委
託
化
の
考
え
は
。
 

臨
時
職
員
の

比
重
が
高
く

な
っ
て
い
る
の
が
課
題
。
安

定
し
た
施
設
運
営
を
図
る
た

め
、
早
急
に
給
食
セ
ン
タ
ー

の
あ
り
方
を
示
す
必
要
が
あ

る
。
 

　
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
替
え

と
運
営
方
針
を
セ
ッ
ト
に
し

て
検
討
し
て
い
く
。
 

給
食
セ
ン
タ
ー
の
外

観
を
み
る
と
古
い
印

象
を
受
け
る
こ
と
も
事
実
。

今
後
、
外
装
工
事
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。
 

鈴
木 

鈴
木 

鈴
木 

町
長 

鈴
木 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

2
市
2
町
（
犬
山
市
、

江
南
市
、
扶
桑
町
、

大
口
町
）
の
住
民
一
人
1
日

当
た
り
の
ご
み
排
出
量
は
。
 

2
市
2
町
は

8
2
5
g
、

本
町
は
1
0
3
1
g
だ
が
、

他
に
は
な
い
事
業
系
資
源
ご

み
回
収
分
を
除
く
と
9
3
0
 

g
と
な
る
。
 

カ
ラ
ス
被
害
の
防
止

対
策
を
進
め
て
ほ
し

い
。
 

 

他
市
町
の
事

例
を
参
考
に

し
て
、
よ
り
効
果
の
あ
る
策

を
検
討
し
て
い
る
。
 

本
町
は
リ
サ
イ
ク
ル

率
愛
知
県
1
位
を
継

続
中
だ
が
、
今
後
、
3
R
（
発

生
抑
制
、
再
使
用
、
再
生
利

用
）
で
何
を
重
点
に
取
り
組

ま
れ
る
か
。
 

可
燃
ご
み
減

量
の
た
め
リ

サ
イ
ク
ル
を
重
視
。
率
の
目

標
値
は
39
％
。
 

全
国
の
年
間
一
人
当

た
り
ご
み
処
理
費
は

1
万
5
2
0
0
円
だ
が
、
本

町
は
。
 

1
万
1
5
2
 

9
円
で
全
国

平
均
を
下
回
る
。
 

 

生
産
年
齢
人
口
の
女

性
と
男
性
の
比
率
で

結
婚
適
齢
期
の
女
性
は
75
％

を
下
回
る
が
、
ど
う
認
識
さ

れ
て
い
る
か
。
 企

業
の
寮
な

ど
へ
男
性
の

転
入
超
過
が
多
い
た
め
と
考

え
て
い
る
。
 

男
女
比
の
ア
ン
バ
ラ

ン
ス
も
あ
り
、
町
の

男
性
未
婚
率
が
全
国
平
均
を

超
え
て
い
る
が
、
ど
う
お
考

え
か
。
 

充
実
し
た
職

業
生
活
づ
く

り
な
ど
、
大
口
町
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
戦
略
に
よ
り
、

将
来
に
夢
が
持
て
る
環
境
づ

く
り
を
進
め
対
応
し
て
い
く
。
 

国
は
男
女
共
同
参
画

で
平
成
32
年
に
自
治

会
長
10
％
な
ど
の
目
標
値
が

あ
る
が
、
町
は
ど
う
か
。
 

町
は
施
策
目

標
に
数
値
設

定
は
し
て
い
な
い
。
達
成
は

遠
い
状
況
だ
が
、
女
性
が
参

画
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
。
 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

丹
羽 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

地
域
協
働
部
長 

地
域
協
働
部
長 

産
業
建
設
部
長 

地
域
協
働
部
長 

丹 羽 　 孝  

一
　
般 

質
　
問 

丹

羽

　

孝

 

建設は前向きに検討されているか 
部長 「人が集まる空間づくり」をコンセプトに検討中 

図書館 

女性と男性の比率がアンバランスだが 
部長 町外からの男性転入超過による 

生産年齢人口 

何
を
重
点
に
取
り
組
ん
で
い
く
か
 

部
長 

リ
サ
イ
ク
ル
を
重
視
し
て
い
く 

ご
み
処
理 

老
朽
化
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
替
え
は
 

部
長 

施
設
更
新
は
想
定
し
て
い
る
 

学
校
給
食 

館内に配備されている車いす 

厨房設備などは計画的に入れ替えてはいるが 

生産年齢での女性比率 
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吉 田 　 正  

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

平
成
26
年
6
月
に
、

国
は
小
規
模
企
業
振

興
基
本
法
を
施
行
し
た
。
対

象
と
な
る
企
業
は
、
お
お
む

ね
従
業
員
数
が
5
人
以
下
の

企
業
。
大
口
町
に
は
、
中
小

企
業
と
小
規
模
企
業
は
何
社

あ
る
の
か
。
 

中
小
企
業
は

2
9
7
社
、

小
規
模
企
業
は
6
3
7
社
で
、

両
方
で
町
内
企
業
の
99
・
2

％
を
占
め
て
い
る
。
 

大
口
町
が
行
っ
て
い

る
中
小
企
業
向
け
の

施
策
は
、
6
社
し
か
利
用
し

て
い
な
い
。
 

商
工
会
な
ど

を
通
じ
て

P
R
に
努
め
た
い
。
 

 

新
潟
県
聖
籠
町
や
岐

阜
県
で
は
、
中
小
企

業
だ
け
で
な
く
小
規
模
企
業

を
意
識
し
た
条
例
を
制
定
し

て
い
る
。
大
口
町
も
条
例
を

つ
く
る
べ
き
。
 

町
と
し
て
は
、
特
化

し
た
条
例
の
制
定
に

関
わ
ら
ず
、
産
業
を
発
展
さ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
後
の
指
針
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。
 

 

要
支
援
が
来
年
度
か

ら
総
合
事
業
に
移
行

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
介

護
保
険
か
ら
は
ず
さ
れ
る
。
 

従
来
の
サ
ー

ビ
ス
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
い

る
。
（
左
の
表
を
参
照
）
 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

町
長 

吉
田 

産
業
建
設
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

産
業
建
設
部
長 

「
数
十
年
に
一
度
の

集
中
豪
雨
」
を
想
定

し
た
五
条
川
の
改
修
、
整
備

工
事
が
必
要
で
は
。
 

「
河
川
改
修

整
備
計
画
」

で
も
計
画
さ
れ
て
い
な
い
状

況
。
河
川
は
下
流
か
ら
の
整

備
が
原
則
で
は
あ
る
が
、
護

岸
が
崩
れ
て
い
る
箇
所
も
あ

り
、
町
と
し
て
は
早
期
の
改

修
を
求
め
て
い
く
。
 

 

計
画
の
対
象
に
な
っ

て
い
る
、
合
瀬
川
、

青
木
川
放
水
路
事
業
の
進
行

状
況
と
整
備
計
画
は
。
 

合
瀬
川
は
、

整
備
率
17
・

2
％
。
現
在
、
外
坪
地
内
の

工
事
に
着
手
し
て
お
り
、
萩

島
二
丁
目
地
内
の
一
部
ま
で

用
地
取
得
済
。
計
画
3.2
㎞
の

う
ち
5
5
0
m
が
完
了
。
 

　
青
木
川
放
水
路
は
、
整
備

率
81
％
。
奈
良
子
川
調
整
池

ま
で
の
一
部
区
間
で
工
事
し

た
も
の
の
、
約
7
0
0
m
が

未
着
手
。
 

 

平
成
12
年
東
海
豪
雨

以
降
、
町
内
河
川
は

集
中
豪
雨
に
耐
え
ら
れ
る
整

備
が
さ
れ
て
き
た
の
か
。
 

19
年
に
策
定

さ
れ
た
「
新

川
流
域
水
害
対
策
計
画
」
に

は
、
町
内
河
川
等
の
整
備
が

含
ま
れ
て
い
な
い
。
町
内
の

河
川
は
、
長
期
的
な
計
画
で

の
改
修
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、

浸
水
被
害
の
解
消
の
た
め
、

県
・
町
で
調
整
池
の
整
備
を

進
め
て
い
る
。
 

 

記
録
的
な
大
雨
や
集

中
豪
雨
に
よ
り
、
河

川
の
堤
防
決
壊
や
氾
濫
が
想

定
さ
れ
る
危
険
箇
所
の
洪
水

マ
ッ
プ
が
必
要
で
は
。
 

25
年
度
に
洪

水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
、
公
表
し
た
。

内
水
氾
濫
に
よ
る
浸
水
被
害

を
想
定
し
た
洪
水
マ
ッ
プ
は

17
年
度
に
作
成
後
、
見
直
し

し
て
い
な
い
た
め
、
計
画
と

整
合
を
図
り
な
が
ら
見
直
し

の
検
討
を
し
た
い
。
 

齊
木 

齊
木 

齊
木 

齊
木 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

齊 木 一 三  

一
　
般 

質
　
問 

齊

木

一

三

 

小規模企業振興条例の制定を 
町長 条例の制定に関わらず、産業を発展させていきたい 

保
険
あ
っ
て
介
護
無
し
に
な
ら
な
い
よ
う
に
 

部
長 

当
面
は
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
 

介
護
保
険 

せ
い
 
ろ
う
 

他に、「国保税の引下げを」、「中小口と
余野境の排水路にふたを」、「巡回バス、
さらに便利に」、「教科書ではない、『わた
したちの道徳』の活用は」を質問をしました。 

町内河川の集中豪雨に対する治水対策は 
部長 調整池の整備を進めている 

台風16号 五条川（手前）と合瀬川（後方）（9月20日17時46分撮影） 
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吉 田 　 正  

一
　
般 

質
　
問 

吉

田

　

正

 

平
成
26
年
6
月
に
、

国
は
小
規
模
企
業
振

興
基
本
法
を
施
行
し
た
。
対

象
と
な
る
企
業
は
、
お
お
む

ね
従
業
員
数
が
5
人
以
下
の

企
業
。
大
口
町
に
は
、
中
小

企
業
と
小
規
模
企
業
は
何
社

あ
る
の
か
。
 

中
小
企
業
は

2
9
7
社
、

小
規
模
企
業
は
6
3
7
社
で
、

両
方
で
町
内
企
業
の
99
・
2

％
を
占
め
て
い
る
。
 

大
口
町
が
行
っ
て
い

る
中
小
企
業
向
け
の

施
策
は
、
6
社
し
か
利
用
し

て
い
な
い
。
 

商
工
会
な
ど

を
通
じ
て

P
R
に
努
め
た
い
。
 

 

新
潟
県
聖
籠
町
や
岐

阜
県
で
は
、
中
小
企

業
だ
け
で
な
く
小
規
模
企
業

を
意
識
し
た
条
例
を
制
定
し

て
い
る
。
大
口
町
も
条
例
を

つ
く
る
べ
き
。
 

町
と
し
て
は
、
特
化

し
た
条
例
の
制
定
に

関
わ
ら
ず
、
産
業
を
発
展
さ

せ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
後
の
指
針
に
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。
 

 

要
支
援
が
来
年
度
か

ら
総
合
事
業
に
移
行

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
介

護
保
険
か
ら
は
ず
さ
れ
る
。
 

従
来
の
サ
ー

ビ
ス
が
利
用

で
き
る
よ
う
に
準
備
し
て
い

る
。
（
左
の
表
を
参
照
）
 

吉
田 

吉
田 

吉
田 

町
長 

吉
田 

産
業
建
設
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

産
業
建
設
部
長 

「
数
十
年
に
一
度
の

集
中
豪
雨
」
を
想
定

し
た
五
条
川
の
改
修
、
整
備

工
事
が
必
要
で
は
。
 

「
河
川
改
修

整
備
計
画
」

で
も
計
画
さ
れ
て
い
な
い
状

況
。
河
川
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下
流
か
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の
整

備
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則
で
は
あ
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が
、
護

岸
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る
箇
所
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あ
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、
町
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早
期
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。
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工
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着
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、
萩
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目
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内
の
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部
ま
で

用
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得
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。
計
画
3.2
㎞
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う
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5
5
0
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が
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了
。
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放
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81
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。
奈
良
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川
調
整
池

ま
で
の
一
部
区
間
で
工
事
し

た
も
の
の
、
約
7
0
0
m
が
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着
手
。
 

 

平
成
12
年
東
海
豪
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以
降
、
町
内
河
川
は

集
中
豪
雨
に
耐
え
ら
れ
る
整

備
が
さ
れ
て
き
た
の
か
。
 

19
年
に
策
定

さ
れ
た
「
新

川
流
域
水
害
対
策
計
画
」
に

は
、
町
内
河
川
等
の
整
備
が

含
ま
れ
て
い
な
い
。
町
内
の

河
川
は
、
長
期
的
な
計
画
で

の
改
修
は
さ
れ
て
い
な
い
が
、

浸
水
被
害
の
解
消
の
た
め
、

県
・
町
で
調
整
池
の
整
備
を

進
め
て
い
る
。
 

 

記
録
的
な
大
雨
や
集

中
豪
雨
に
よ
り
、
河

川
の
堤
防
決
壊
や
氾
濫
が
想

定
さ
れ
る
危
険
箇
所
の
洪
水

マ
ッ
プ
が
必
要
で
は
。
 

25
年
度
に
洪

水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
、
公
表
し
た
。

内
水
氾
濫
に
よ
る
浸
水
被
害

を
想
定
し
た
洪
水
マ
ッ
プ
は

17
年
度
に
作
成
後
、
見
直
し

し
て
い
な
い
た
め
、
計
画
と

整
合
を
図
り
な
が
ら
見
直
し

の
検
討
を
し
た
い
。
 

齊
木 

齊
木 

齊
木 

齊
木 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 
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三

 

小規模企業振興条例の制定を 
町長 条例の制定に関わらず、産業を発展させていきたい 

保
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あ
っ
て
介
護
無
し
に
な
ら
な
い
よ
う
に
 

部
長 

当
面
は
従
来
の
サ
ー
ビ
ス
を
維
持
す
る
 

介
護
保
険 

せ
い
 
ろ
う
 

他に、「国保税の引下げを」、「中小口と
余野境の排水路にふたを」、「巡回バス、
さらに便利に」、「教科書ではない、『わた
したちの道徳』の活用は」を質問をしました。 

町内河川の集中豪雨に対する治水対策は 
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岡 　 孝 夫  

一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

﹇
新
川
流
域
の
対
策
は
﹈ 

 

今
後
、
新
川
流
域
と
し

て
町
が
用
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
計
画
貯
水
量
と

整
備
率
は
。
 

計
画
貯
水
量

は
下
水
系
1

千
裙
を
含
め
6
千
裙
。
整
備

率
で
は
35
％
と
な
る
。
 

計
画
の
目
標
年
次
は
。
 

 

平
成
49
年
が

整
備
目
標
だ

が
、
近
年
の
宅
地
化
や
工
場

の
拡
張
等
も
あ
る
の
で
早
期

達
成
を
検
討
し
て
い
く
。
 

現
時
点
で
の
新
た
な
調

整
池
の
整
備
計
画
は
。
 

30
年
度
に
、

新
宮
一
丁
目

地
内
で
5
0
0
裙
の
雨
水
貯

留
機
能
を
も
っ
た
排
水
路
の

改
修
を
計
画
し
て
い
る
。
ま

た
、
今
後
進
出
予
定
の
企
業

に
は
、
調
整
池
も
視
野
に
入

れ
て
連
携
・
検
討
し
て
い
く
。
 

計
画
の
目
標
達
成
ま
で

に
想
定
さ
れ
る
短
時
間

豪
雨
に
よ
る
内
水
氾
濫
・
浸

水
被
害
は
。
 

現
在
、
短
時

間
豪
雨
に
よ

る
被
害
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
。

し
か
し
、
今
後
さ
ら
に
田
畑

が
宅
地
化
さ
れ
る
た
め
、
検

討
す
べ
き
課
題
。
今
後
は
企

業
と
の
連
携
、
排
水
路
や
道

路
も
検
討
し
て
い
く
。
 

 ﹇
簡
易
貯
留
施
設
の
効
果
は
﹈ 

 

現
在
の
簡
易
貯
留
施
設

の
普
及
率
を
問
う
。
ま

た
、
普
及
率
は
必
要
十
分
か
。
 

普
及
率
は
、

1
・
42
％
で

不
十
分
と
考
え
て
い
る
。
 

 

要
綱
を
見
直
し
、
個
人

宅
の
み
で
は
な
く
、
事

業
所
や
地
域
の
施
設
等
も
補

助
対
象
に
で
き
な
い
か
。
 

　
今
後
研
究

し
て
い
く
。
 

費
用
対
効
果
が
見
込
め

る
の
な
ら
、
簡
易
貯
留

施
設
へ
の
補
助
率
や
限
度
額

の
見
直
し
は
で
き
な
い
か
。
 

今
ま
で
設
置

さ
れ
た
施
設

が
機
能
し
て
い
る
か
も
含
め
、

近
隣
市
町
の
補
助
率
や
限
度

額
を
視
野
に
研
究
し
て
い
く
。
 

 

豪
雨
は
内
水
氾
濫
の
引

き
金
を
引
く
だ
け
で
、

内
水
氾
濫
の
規
模
を
決
め
る

の
は
私
た
ち
人
間
。
そ
の
中

で
も
ま
ち
の
デ
ザ
イ
ン
に
携

わ
る
者
の
責
任
は
大
き
い
。
 

　
今
で
も
大
雨
が
降
る
た
び

に
浸
水
被
害
等
を
心
配
さ
れ

る
方
々
が
大
勢
い
る
。
 

　
な
お
一
層
の
尽
力
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
こ
う
い

っ
た
方
々
の
不
安
が
少
し
で

も
解
消
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
。
 

岡 

岡 

岡 

岡 

岡 

岡 

岡 

岡 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

国
は
「
日
常
生
活
用

具
給
付
事
業
一
覧
」

に
、
大
活
字
図
書
を
明
記
。

弱
視
の
方
に
と
っ
て
、
大
活

字
図
書
は
購
入
費
用
が
高
額
。

読
書
を
楽
し
め
る
よ
う
、
給

付
事
業
の
導
入
を
。
 

本
町
の
給
付

事
業
の
う
ち
、

視
覚
障
が
い
者
用
図
書
は
、

点
字
図
書
の
み
が
対
象
。
今

年
度
の
見
直
し
の
中
で
、
視

覚
障
が
い
者
用
図
書
の
内
容

も
検
討
し
た
い
。
 

 

図
書
館
の
大
活
字
図

書
の
現
状
と
、
高
齢

者
に
も
楽
し
め
る
よ
う
周
知
、

啓
発
を
。
 

昨
年
度
は
9

冊
購
入
し
、

現
在
、
図
書
館
で
は
4
9
0

冊
を
所
蔵
。
今
後
も
、
障
が

い
者
や
高
齢
者
の
方
に
も
読

書
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
計
画
的
に
大
活
字
図
書

を
増
や
し
て
い
く
。
 

　
昨
年
度
か
ら
始
め
た
高
齢

者
教
室
の
読
み
聞
か
せ
で
大

活
字
図
書
を
紹
介
し
て
い
る

が
、
十
分
で
は
な
い
と
考
え

る
。
図
書
の
リ
ス
ト
を
作
成

し
配
布
す
る
な
ど
、
町
広
報

も
利
用
し
て
周
知
に
努
め
る
。
 

 

人
工
肛
門
や
人
工
ぼ

う
こ
う
の
方
は
、
自

宅
が
被
災
し
た
場
合
、
避
難

所
で
ス
ト
ー
マ
装
具
を
手
に

入
れ
る
の
は
困
難
。
ス
ト
ー

マ
装
具
は
、
各
自
に
合
わ
せ

て
作
ら
れ
て
い
る
た
め
代
用

で
き
な
い
。
町
で
ス
ト
ー
マ

装
具
の
保
管
が
で
き
な
い
か
。
 

　
被
災
さ
れ

た
方
々
が
必

要
と
す
る
す
べ
て
の
物
資
を

町
が
用
意
す
る
の
は
限
界
が

あ
る
。
 

　
ま
ず
は
、
個
人
で
の
ス
ト

ー
マ
装
具
の
備
蓄
を
啓
発
し

て
い
く
が
、
町
施
設
で
の
ス

ト
ー
マ
装
具
保
管
に
つ
い
て

は
、
個
人
の
自
己
責
任
の
範

囲
内
で
の
管
理
を
条
件
に
、

保
管
で
き
る
方
法
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。
 

柘
植 

柘
植 

柘
植 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

柘 植 　 満  

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

内水氾濫・浸水被害への対応は 
部長 「新川流域水害対策計画」の達成に努力 

増加傾向にある短時間豪雨 日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
に
導
入
を
 

部
長 

給
付
事
業
の
見
直
し
の
中
で
検
討 

大
活
字
図
書 

災害時に備え、ストーマ装具の保管を 
部長 個人管理による町施設での保管方法を検討 

洪水の軽減、防災対策に
も役立つとされる簡易貯
留施設（雨水タンク） 
＝役場庁舎玄関横 

年間降雨量、日最大降雨量、時間最大降雨量
とも増加 

（出典：丹羽広域事務組合消防本部 消防年報） 

文字が大きく、読みやすい 

出典：内閣府HP。健康文化センターでは2階のトイレが対応 
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岡 　 孝 夫  

一
　
般 

質
　
問 

岡

　

孝

夫

 

﹇
新
川
流
域
の
対
策
は
﹈ 

 

今
後
、
新
川
流
域
と
し

て
町
が
用
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
計
画
貯
水
量
と

整
備
率
は
。
 

計
画
貯
水
量

は
下
水
系
1

千
裙
を
含
め
6
千
裙
。
整
備

率
で
は
35
％
と
な
る
。
 

計
画
の
目
標
年
次
は
。
 

 

平
成
49
年
が

整
備
目
標
だ

が
、
近
年
の
宅
地
化
や
工
場

の
拡
張
等
も
あ
る
の
で
早
期

達
成
を
検
討
し
て
い
く
。
 

現
時
点
で
の
新
た
な
調

整
池
の
整
備
計
画
は
。
 

30
年
度
に
、

新
宮
一
丁
目

地
内
で
5
0
0
裙
の
雨
水
貯

留
機
能
を
も
っ
た
排
水
路
の

改
修
を
計
画
し
て
い
る
。
ま

た
、
今
後
進
出
予
定
の
企
業

に
は
、
調
整
池
も
視
野
に
入

れ
て
連
携
・
検
討
し
て
い
く
。
 

計
画
の
目
標
達
成
ま
で

に
想
定
さ
れ
る
短
時
間

豪
雨
に
よ
る
内
水
氾
濫
・
浸

水
被
害
は
。
 

現
在
、
短
時

間
豪
雨
に
よ

る
被
害
は
そ
れ
ほ
ど
な
い
。

し
か
し
、
今
後
さ
ら
に
田
畑

が
宅
地
化
さ
れ
る
た
め
、
検

討
す
べ
き
課
題
。
今
後
は
企

業
と
の
連
携
、
排
水
路
や
道

路
も
検
討
し
て
い
く
。
 

 ﹇
簡
易
貯
留
施
設
の
効
果
は
﹈ 

 

現
在
の
簡
易
貯
留
施
設

の
普
及
率
を
問
う
。
ま

た
、
普
及
率
は
必
要
十
分
か
。
 

普
及
率
は
、

1
・
42
％
で

不
十
分
と
考
え
て
い
る
。
 

 

要
綱
を
見
直
し
、
個
人

宅
の
み
で
は
な
く
、
事

業
所
や
地
域
の
施
設
等
も
補

助
対
象
に
で
き
な
い
か
。
 

　
今
後
研
究

し
て
い
く
。
 

費
用
対
効
果
が
見
込
め

る
の
な
ら
、
簡
易
貯
留

施
設
へ
の
補
助
率
や
限
度
額

の
見
直
し
は
で
き
な
い
か
。
 

今
ま
で
設
置

さ
れ
た
施
設

が
機
能
し
て
い
る
か
も
含
め
、

近
隣
市
町
の
補
助
率
や
限
度

額
を
視
野
に
研
究
し
て
い
く
。
 

 

豪
雨
は
内
水
氾
濫
の
引

き
金
を
引
く
だ
け
で
、

内
水
氾
濫
の
規
模
を
決
め
る

の
は
私
た
ち
人
間
。
そ
の
中

で
も
ま
ち
の
デ
ザ
イ
ン
に
携

わ
る
者
の
責
任
は
大
き
い
。
 

　
今
で
も
大
雨
が
降
る
た
び

に
浸
水
被
害
等
を
心
配
さ
れ

る
方
々
が
大
勢
い
る
。
 

　
な
お
一
層
の
尽
力
を
お
願

い
す
る
と
と
も
に
、
こ
う
い

っ
た
方
々
の
不
安
が
少
し
で

も
解
消
さ
れ
る
こ
と
を
期
待

す
る
。
 

岡 

岡 

岡 

岡 

岡 

岡 

岡 

岡 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

産
業
建
設
部
長 

国
は
「
日
常
生
活
用

具
給
付
事
業
一
覧
」

に
、
大
活
字
図
書
を
明
記
。

弱
視
の
方
に
と
っ
て
、
大
活

字
図
書
は
購
入
費
用
が
高
額
。

読
書
を
楽
し
め
る
よ
う
、
給

付
事
業
の
導
入
を
。
 

本
町
の
給
付

事
業
の
う
ち
、

視
覚
障
が
い
者
用
図
書
は
、

点
字
図
書
の
み
が
対
象
。
今

年
度
の
見
直
し
の
中
で
、
視

覚
障
が
い
者
用
図
書
の
内
容

も
検
討
し
た
い
。
 

 

図
書
館
の
大
活
字
図

書
の
現
状
と
、
高
齢

者
に
も
楽
し
め
る
よ
う
周
知
、

啓
発
を
。
 

昨
年
度
は
9

冊
購
入
し
、

現
在
、
図
書
館
で
は
4
9
0

冊
を
所
蔵
。
今
後
も
、
障
が

い
者
や
高
齢
者
の
方
に
も
読

書
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た

め
、
計
画
的
に
大
活
字
図
書

を
増
や
し
て
い
く
。
 

　
昨
年
度
か
ら
始
め
た
高
齢

者
教
室
の
読
み
聞
か
せ
で
大

活
字
図
書
を
紹
介
し
て
い
る

が
、
十
分
で
は
な
い
と
考
え

る
。
図
書
の
リ
ス
ト
を
作
成

し
配
布
す
る
な
ど
、
町
広
報

も
利
用
し
て
周
知
に
努
め
る
。
 

 

人
工
肛
門
や
人
工
ぼ

う
こ
う
の
方
は
、
自

宅
が
被
災
し
た
場
合
、
避
難

所
で
ス
ト
ー
マ
装
具
を
手
に

入
れ
る
の
は
困
難
。
ス
ト
ー

マ
装
具
は
、
各
自
に
合
わ
せ

て
作
ら
れ
て
い
る
た
め
代
用

で
き
な
い
。
町
で
ス
ト
ー
マ

装
具
の
保
管
が
で
き
な
い
か
。
 

　
被
災
さ
れ

た
方
々
が
必

要
と
す
る
す
べ
て
の
物
資
を

町
が
用
意
す
る
の
は
限
界
が

あ
る
。
 

　
ま
ず
は
、
個
人
で
の
ス
ト

ー
マ
装
具
の
備
蓄
を
啓
発
し

て
い
く
が
、
町
施
設
で
の
ス

ト
ー
マ
装
具
保
管
に
つ
い
て

は
、
個
人
の
自
己
責
任
の
範

囲
内
で
の
管
理
を
条
件
に
、

保
管
で
き
る
方
法
を
検
討
し

て
い
き
た
い
。
 

柘
植 
柘
植 

柘
植 

健
康
福
祉
部
長 

健
康
福
祉
部
長 

生
涯
教
育
部
長 

柘 植 　 満  

一
　
般 

質
　
問 

柘

植

　

満

 

内水氾濫・浸水被害への対応は 
部長 「新川流域水害対策計画」の達成に努力 

増加傾向にある短時間豪雨 日
常
生
活
用
具
給
付
事
業
に
導
入
を
 

部
長 
給
付
事
業
の
見
直
し
の
中
で
検
討 

大
活
字
図
書 

災害時に備え、ストーマ装具の保管を 
部長 個人管理による町施設での保管方法を検討 

洪水の軽減、防災対策に
も役立つとされる簡易貯
留施設（雨水タンク） 
＝役場庁舎玄関横 

年間降雨量、日最大降雨量、時間最大降雨量
とも増加 

（出典：丹羽広域事務組合消防本部 消防年報） 

文字が大きく、読みやすい 

出典：内閣府HP。健康文化センターでは2階のトイレが対応 
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視
察
地
の
概
要
 

　
琵
琶
湖
の
南
西
部
に
位
置

す
る
県
庁
所
在
地
で
、
人
口

約
34
万
2
千
人
。
市
内
に
は

小
学
校
37
校
、
中
学
校
18
校

が
あ
り
ま
す
。
 

 市
長
部
局
・
教
育
委
員
会
・

市
民
が
一
体
と
な
っ
た

取
組
み
 

　
議
員
提
案
に
よ
る
「
大
津

市
子
ど
も
の
い
じ
め
の
防
止

に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、

平
成
25
年
4
月
か
ら
施
行
。

い
じ
め
対
策
推
進
室
（
市
民

部
）
、
児
童
生
徒
支
援
課
（
教

育
委
員
会
）
の
設
置
や
「
い

じ
め
防
止
市
民
会
議
」
の
開

催
な
ど
、
社
会
全
体
で
い
じ

め
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
 

 相
談
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
の
推
進
 

　
「
お
お
つ
っ
こ 

ほ
っ
と

ダ
イ
ヤ
ル
」
や
「
お
お
つ
っ

こ 
て
が
み 

そ
う
だ
ん
」
（
無

料
）
を
、
各
小
中
高
校
生
に

配
布
。
 

　
24
時
間
体
制
で
相
談
受
付

を
実
施
。
27
年
度
の
相
談
総

件
数
3
5
1
件
の
う
ち
、
い

じ
め
に
関
す
る
相
談
は
20
件

で
し
た
。
 

 

い
じ
め
対
策
担
当
教
員

の
活
動
 

　
校
内
巡
回
や
担
任
等
か
ら

の
い
じ
め
訴
え
の
窓
口
等
、

い
じ
め
の
未
然
防
止
や
早
期

発
見
の
司
令
塔
の
役
目
を
担

う
他
、
教
員
の
経
験
年
数
別

で
、
い
じ
め
へ
の
対
応
や
支

援
の
あ
り
方
等
の
講
習
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
 

 所
感
 

　
悲
惨
な
出
来
事
を
教
訓
と

し
、
い
じ
め
に
対
し
て
社
会

全
体
で
し
っ
か
り
と
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
相
談
体
制

の
充
実
に
よ
り
、
子
ど
も
た

ち
に
様
々
な
手
を
差
し
伸
べ
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
取
組
み

に
は
参
考
に
す
べ
き
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
 

 

視
察
地
の
概
要
 

　
琵
琶
湖
の
東
部
、
湖
東
地

域
に
位
置
す
る
人
口
約
2
万

1
千
人
の
町
で
す
。
 

 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
3
か
所
 

　
20
年
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
準
備
室
を
開
設
し
、
セ

ン
タ
ー
の
あ
り
方
等
を
議
論
。

21
年
7
月
に
「
あ
い
っ
子
」
、

23
年
4
月
に
「
わ
ん
ぱ
く
ひ

ろ
ば
」
、
28
年
4
月
に
「
つ

く
し
ひ
ろ
ば
」
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
 

　
つ
く
し
ひ
ろ
ば
は
、
木
造

平
屋
建
て
の
「
つ
く
し
保
育

園
」
に
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

所
長
と
保
育
士
、
各
1
人
の

体
制
で
す
。
 

 つ
く
し
ひ
ろ
ば
の
事
業
 

　
親
同
士
の
出
会
い
や
交
流

の
場
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由

に
遊
び
、
か
か
わ
り
合
う
場

と
し
て
、
「
子
育
て
座
談
会
」

や
図
書
館
と
連
係
し
た
「
ち

い
さ
な
お
話
会
」
、
「
親
子

ふ
れ
あ
い
遊
び
」
の
他
、
3

セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
も
ら

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る

相
談
や
支
援
も
開
催
。
子
ど

も
と
の
関
係
や
家
庭
関
係
、

園
と
の
関
係
、
祖
父
母
と
の

関
係
、
ご
近
所
と
の
ト
ラ
ブ

ル
等
、
相
談
が
多
様
化
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
 

 所
感
 

　
愛
荘
町
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
3
セ
ン
タ
ー
に

役
割
を
分
担
さ
せ
、
機
能
的

な
運
営
が
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。
つ
く
し
保
育
園

は
本
町
の
北
保
育
園
と
同
様
、

新
設
さ
れ
た
保
育
園
内
に
併

設
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

来
年
8
月
の
本
町
の
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
に
参
考

と
な
り
ま
し
た
。
 

子どもには話を聞いてもらいたい時がある 

つくし保育園で 

文教福祉常任委員会視察報告（大島保憲） 議会広報常任委員会視察（岡　孝夫） 

滋
賀
県
大
津
市
 

「
い
じ
め
防
止
の
取
組
み
」
 

岩
手
県
金
ケ
崎
町
 

（
面
積
1
7
9
・

７７
裄
・
人
口
約
1
万
6
千
人
） 

滋賀県愛荘町 
「保育園内に併設された 

子育て支援センター」 

あい ちょう しょう 

岩手県矢巾町 
（面積67.32裄・人口約2万7千人） 

や はば ちょう 

　
議
会
広
報
常
任
委
員
会
は

8
月
2
、
3
日
、
委
員
6
人

と
職
員
1
人
で
議
会
だ
よ
り

の
編
集
等
の
取
組
み
を
視
察

研
修
し
ま
し
た
。
 

　
視
察
先
は
岩
手
県
金
ケ
崎

町
と
矢
巾
町
で
、
と
も
に
優

秀
な
議
会
だ
よ
り
を
発
行
し
、

全
国
的
に
有
名
な
議
会
で
す
。
 

 議
員
の
力
で
 

　
議
会
事
務
局
に
頼
ら
ず
、

議
員
が
積
極
的
に
編
集
に
携

わ
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
の
1

つ
と
し
、
議
長
自
ら
が
編
集

委
員
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
過
去
の
号
に
は
こ
だ

わ
ら
ず
、
常
に
創
意
工
夫
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
議
会
の
傍
聴
者

を
増
や
す
た
め
、
議
会
広
報

の
お
知
ら
せ
版
も
発
行
し
て

い
ま
す
。
 

 

議
員
が
主
体
 

　
金
ケ
崎
町
と
同
様
、
議
員

が
主
体
、
事
務
局
が
補
佐
と

し
て
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

　
読
者
の
意
見
を
反
映
す
る

た
め
、
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
導

入
も
検
討
中
。
紙
面
は
5
年

前
か
ら
5
段
組
み
と
し
、
文

字
も
大
き
く
し
て
い
ま
す
。
 

 

両
町
議
会
を
視
察
し
て
 

　
「
お
お
ぐ
ち
議
会
だ
よ
り
」

は
、
県
広
報
研
修
で
も
一
定

の
評
価
を
頂
い
て
お
り
、
ま

た
、
委
員
・
事
務
局
が
多
く

の
時
間
を
費
や
し
な
が
ら
、

少
し
で
も
読
ん
で
頂
け
る
よ

う
、
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
今
回
視
察
し
た

両
町
議
会
で
は
、
も
っ
と
議

員
が
主
に
な
り
、
も
っ
と
時

間
を
か
け
て
い
る
こ
と
を
知

る
な
ど
、
そ
の
取
組
み
姿
勢

の
違
い
に
委
員
全
員
が
気
づ

か
さ
れ
た
視
察
と
な
り
ま
し

た
。
 

　
今
回
の
視
察
を
き
っ
か
け

に
、
今
号
よ
り
作
業
分
担
の

見
直
し
等
、
試
行
を
始
め
て

い
ま
す
。
 

　
引
き
続
き
、
委
員
会
と
し

て
編
集
作
業
等
の
あ
る
べ
き

姿
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。
 

 

すべての原稿を議員が作成（金ケ崎町議会） 

矢巾町 議場にて 

詳細な割付案により、内容・原稿の文字数・担当者・写真等が決定される。 
（矢巾町議会） 

か
ね
 

が
 

さ
き
 ち

ょ
う
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視
察
地
の
概
要
 

　
琵
琶
湖
の
南
西
部
に
位
置

す
る
県
庁
所
在
地
で
、
人
口

約
34
万
2
千
人
。
市
内
に
は

小
学
校
37
校
、
中
学
校
18
校

が
あ
り
ま
す
。
 

 市
長
部
局
・
教
育
委
員
会
・

市
民
が
一
体
と
な
っ
た

取
組
み
 

　
議
員
提
案
に
よ
る
「
大
津

市
子
ど
も
の
い
じ
め
の
防
止

に
関
す
る
条
例
」
を
制
定
し
、

平
成
25
年
4
月
か
ら
施
行
。

い
じ
め
対
策
推
進
室
（
市
民

部
）
、
児
童
生
徒
支
援
課
（
教

育
委
員
会
）
の
設
置
や
「
い

じ
め
防
止
市
民
会
議
」
の
開

催
な
ど
、
社
会
全
体
で
い
じ

め
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
 

 相
談
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
の
推
進
 

　
「
お
お
つ
っ
こ 

ほ
っ
と

ダ
イ
ヤ
ル
」
や
「
お
お
つ
っ

こ 

て
が
み 

そ
う
だ
ん
」
（
無

料
）
を
、
各
小
中
高
校
生
に

配
布
。
 

　
24
時
間
体
制
で
相
談
受
付

を
実
施
。
27
年
度
の
相
談
総

件
数
3
5
1
件
の
う
ち
、
い

じ
め
に
関
す
る
相
談
は
20
件

で
し
た
。
 

 

い
じ
め
対
策
担
当
教
員

の
活
動
 

　
校
内
巡
回
や
担
任
等
か
ら

の
い
じ
め
訴
え
の
窓
口
等
、

い
じ
め
の
未
然
防
止
や
早
期

発
見
の
司
令
塔
の
役
目
を
担

う
他
、
教
員
の
経
験
年
数
別

で
、
い
じ
め
へ
の
対
応
や
支

援
の
あ
り
方
等
の
講
習
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
 

 所
感
 

　
悲
惨
な
出
来
事
を
教
訓
と

し
、
い
じ
め
に
対
し
て
社
会

全
体
で
し
っ
か
り
と
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
相
談
体
制

の
充
実
に
よ
り
、
子
ど
も
た

ち
に
様
々
な
手
を
差
し
伸
べ
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
取
組
み

に
は
参
考
に
す
べ
き
も
の
が

あ
り
ま
し
た
。
 

 

視
察
地
の
概
要
 

　
琵
琶
湖
の
東
部
、
湖
東
地

域
に
位
置
す
る
人
口
約
2
万

1
千
人
の
町
で
す
。
 

 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
3
か
所
 

　
20
年
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
準
備
室
を
開
設
し
、
セ

ン
タ
ー
の
あ
り
方
等
を
議
論
。

21
年
7
月
に
「
あ
い
っ
子
」
、

23
年
4
月
に
「
わ
ん
ぱ
く
ひ

ろ
ば
」
、
28
年
4
月
に
「
つ

く
し
ひ
ろ
ば
」
を
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
 

　
つ
く
し
ひ
ろ
ば
は
、
木
造

平
屋
建
て
の
「
つ
く
し
保
育

園
」
に
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

所
長
と
保
育
士
、
各
1
人
の

体
制
で
す
。
 

 つ
く
し
ひ
ろ
ば
の
事
業
 

　
親
同
士
の
出
会
い
や
交
流

の
場
、
子
ど
も
た
ち
が
自
由

に
遊
び
、
か
か
わ
り
合
う
場

と
し
て
、
「
子
育
て
座
談
会
」

や
図
書
館
と
連
係
し
た
「
ち

い
さ
な
お
話
会
」
、
「
親
子

ふ
れ
あ
い
遊
び
」
の
他
、
3

セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
も
ら

う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講

座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
 

　
ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る

相
談
や
支
援
も
開
催
。
子
ど

も
と
の
関
係
や
家
庭
関
係
、

園
と
の
関
係
、
祖
父
母
と
の

関
係
、
ご
近
所
と
の
ト
ラ
ブ

ル
等
、
相
談
が
多
様
化
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。
 

 所
感
 

　
愛
荘
町
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
は
、
3
セ
ン
タ
ー
に

役
割
を
分
担
さ
せ
、
機
能
的

な
運
営
が
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
ま
し
た
。
つ
く
し
保
育
園

は
本
町
の
北
保
育
園
と
同
様
、

新
設
さ
れ
た
保
育
園
内
に
併

設
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

来
年
8
月
の
本
町
の
子
育
て

支
援
セ
ン
タ
ー
開
設
に
参
考

と
な
り
ま
し
た
。
 

子どもには話を聞いてもらいたい時がある 

つくし保育園で 

文教福祉常任委員会視察報告（大島保憲） 議会広報常任委員会視察（岡　孝夫） 

滋
賀
県
大
津
市
 

「
い
じ
め
防
止
の
取
組
み
」
 

岩
手
県
金
ケ
崎
町
 

（
面
積
1
7
9
・

７７
裄
・
人
口
約
1
万
6
千
人
） 

滋賀県愛荘町 
「保育園内に併設された 

子育て支援センター」 

あい ちょう しょう 

岩手県矢巾町 
（面積67.32裄・人口約2万7千人） 

や はば ちょう 

　
議
会
広
報
常
任
委
員
会
は

8
月
2
、
3
日
、
委
員
6
人

と
職
員
1
人
で
議
会
だ
よ
り

の
編
集
等
の
取
組
み
を
視
察

研
修
し
ま
し
た
。
 

　
視
察
先
は
岩
手
県
金
ケ
崎

町
と
矢
巾
町
で
、
と
も
に
優

秀
な
議
会
だ
よ
り
を
発
行
し
、

全
国
的
に
有
名
な
議
会
で
す
。
 

 議
員
の
力
で
 

　
議
会
事
務
局
に
頼
ら
ず
、

議
員
が
積
極
的
に
編
集
に
携

わ
る
こ
と
を
モ
ッ
ト
ー
の
1

つ
と
し
、
議
長
自
ら
が
編
集

委
員
と
し
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
を
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
過
去
の
号
に
は
こ
だ

わ
ら
ず
、
常
に
創
意
工
夫
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

　
さ
ら
に
、
議
会
の
傍
聴
者

を
増
や
す
た
め
、
議
会
広
報

の
お
知
ら
せ
版
も
発
行
し
て

い
ま
す
。
 

 

議
員
が
主
体
 

　
金
ケ
崎
町
と
同
様
、
議
員

が
主
体
、
事
務
局
が
補
佐
と

し
て
議
会
だ
よ
り
の
編
集
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
 

　
読
者
の
意
見
を
反
映
す
る

た
め
、
モ
ニ
タ
ー
制
度
の
導

入
も
検
討
中
。
紙
面
は
5
年

前
か
ら
5
段
組
み
と
し
、
文

字
も
大
き
く
し
て
い
ま
す
。
 

 

両
町
議
会
を
視
察
し
て
 

　
「
お
お
ぐ
ち
議
会
だ
よ
り
」

は
、
県
広
報
研
修
で
も
一
定

の
評
価
を
頂
い
て
お
り
、
ま

た
、
委
員
・
事
務
局
が
多
く

の
時
間
を
費
や
し
な
が
ら
、

少
し
で
も
読
ん
で
頂
け
る
よ

う
、
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
 

　
し
か
し
、
今
回
視
察
し
た

両
町
議
会
で
は
、
も
っ
と
議

員
が
主
に
な
り
、
も
っ
と
時

間
を
か
け
て
い
る
こ
と
を
知

る
な
ど
、
そ
の
取
組
み
姿
勢

の
違
い
に
委
員
全
員
が
気
づ

か
さ
れ
た
視
察
と
な
り
ま
し

た
。
 

　
今
回
の
視
察
を
き
っ
か
け

に
、
今
号
よ
り
作
業
分
担
の

見
直
し
等
、
試
行
を
始
め
て

い
ま
す
。
 

　
引
き
続
き
、
委
員
会
と
し

て
編
集
作
業
等
の
あ
る
べ
き

姿
を
模
索
し
て
い
き
ま
す
。
 

 

すべての原稿を議員が作成（金ケ崎町議会） 

矢巾町 議場にて 

詳細な割付案により、内容・原稿の文字数・担当者・写真等が決定される。 
（矢巾町議会） 

か
ね
 

が
 

さ
き
 ち

ょ
う
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7
月
29
日
、
第
29
回
愛
知

県
町
村
議
会
広
報
研
修
会
（
於
 

ア
イ
リ
ス
愛
知
）
が
開
催
さ

れ
、
大
口
町
議
会
広
報
常
任

委
員
会
委
員
始
め
県
内
13
町

村
議
会
の
議
員
及
び
事
務
局

職
員
等
が
参
加
し
ま
し
た
。
 

　
「
住
民
に
読
ま
れ
、
議
会

活
動
が
伝
わ
る
議
会
広
報
の

基
本
と
編
集
技
術
」
と
題
し
、

議
会
広
報
サ
ポ
ー
タ
ー
　
芳

野
政
明
氏
か
ら
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
 

　
開
か
れ
た
議
会
と
そ
の
活

性
化
に
は
議
会
広
報
の
充
実

が
不
可
欠
で
あ
り
、
研
修
で

は
、
読
者
の
立
場
に
立
っ
た
、

読
み
た
く
な
る
議
会
だ
よ
り

の
編
集
方
法
の
講
義
を
受
け

ま
し
た
。
 

　
ま
た
、
事
前
に
添
削
指
導

を
希
望
し
た
町
村
議
会
の
広

報
を
実
際
に
見
な
が
ら
、
「
発

行
目
的
に
沿
っ
た
企
画
・
編

集
」
「
読
み
や
す
さ
・
分
か

り
や
す
さ
へ
の
編
集
技
術
」

を
評
価
基
準
と
し
て
、
講
師

か
ら
指
導
が
あ
り
ま
し
た
。
 

今
回
も
添
削
指
導
を
受
け
る
 

 　
当
委
員
会
は
、
毎
年
、
添

削
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

講
師
か
ら
、
新
年
度
予
算
の

概
要
の
「
用
語
解
説
」
、
一

般
質
問
の
「
追
跡
あ
れ
か
ら

ど
う
な
っ
た
」
、
住
民
参
加

企
画
の
「
ま
ち
の
元
気
者
」

は
評
価
す
る
一
方
、
「
文
章

の
み
で
写
真
な
ど
の
ビ
ジ
ュ

ア
ル
が
全
く
な
い
ペ
ー
ジ
」
、

「
見
出
し
が
目
立
た
な
い
記

事
が
あ
る
」
と
の
指
導
を
受

け
ま
し
た
。
 

　
委
員
会
で
は
、
研
修
会
で

学
ん
だ
こ
と
、
他
の
自
治
体

議
会
の
議
会
だ
よ
り
の
企
画

や
編
集
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

「
伝
え
る
広
報
」
か
ら
「
伝

わ
る
広
報
」
に
向
け
、
今
後

も
改
善
を
続
け
ま
す
。
 

研修の成果を活かします 

芳野講師のコメントの一部 

今回、添削指導を受けた議会だより
207号 

広 報 研 修 会 を 受 講  広 報 研 修 会 を 受 講  広 報 研 修 会 を 受 講  
「 住 民 に 読 ま れ 、 議 会 活 動 が 伝 わ る 

議 会 広 報 の 基 本 と 編 集 技 術 」 

平成28年度の意見交換会は、以下のとおり行います。ぜひ、お出かけください。
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①定数（平成28年5月1日現在） 

議 員 の 報 酬 

議 員 の 定 数 

人数 

15人 

15人 

条例の定数 

現議員数 

②定数の経過 

③現在議員の任期 

16,941人 

26人 

22人 

17,358人 

26人 

18人 

20,162人 

26人 

18人 

21,245人 

26人 

18人 

21,588人 

26人 

15人 

22,126人 

26人 

15人 

昭和58年 昭和62年 平成11年 平成17年 平成19年 平成23年 平成27年 

23,260人 

― 

15人 

人　口 

法定数 

議員数 

①近隣市町の定数と報酬月額（議員定数での降順。平成28年1月1日現在） 

②報酬月額（平成28年4月1日現在） 

④現在議員の年齢構成と任期数（平成28年5月1日現在） 

1人 

2人 

1人 

4人 

 

1人 

2人 

3人 

1人 

 

2人 

3人 

 

2人 

1人 

3人 

 

1人 

 

1人 

1人 

 

 

1人 

1期 2期 3期 4期 5期 6期 合計 

3人 

6人 

6人 

15人 

50～59歳 

60～69歳 

70～79歳 

合　計 

26人 

30人 

22人 

26人 

改正前 改正後 議員の定数（地方自治法第91条） 

人口1万以上2万未満の町村 

人口2万以上の町村 

※人　口…各年4月1日現在。 
※法定数…地方分権の推進を図るための関係法律の整備等に関する法律（平成11年法律第87号）による地方自治法の改正あり（平成15年1月1日施行）。 

※の場合　292,000円×1.45×3.15＝期末手当額は1,333,710円 
　　　　　この額に所得税272,343円がかかりますので、 
　　　　　差し引き支給額は1,061,367円/年となります。 

…議員の定数は、地方自治法により条例で定めるものとされ、市町村の人口規模に応じた上限が
定められていた（上表）が、地方自治法の一部を改正する法律（平成23年法律第35号）の施行

（平成23年8月1日）により廃止された。 

平成27年5月1日から平成31年4月30日まで（4年間） 

③期末手当（平成28年4月1日現在） 

報酬月額×加算率［145/100］×支給率［315/100］ 

386,343 

311,327 

138,089 

153,655 

101,053 

74,790 

34,510 

47,739 

23,419 

15,360

38 

32 

26 

25 

22 

20 

16 

15 

15 

10

639,000 

640,000 

552,000 

596,000 

532,000 

527,000 

387,000 

512,000 

389,000 
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485,000 
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302,000
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481,000 

504,000 

460,000 

472,000 

281,000 

431,000 

292,000 

282,000

1,082,000 

1,062,000 

989,000 

1,075,000 

961,000 

964,000 

880,000 

989,000 

885,000 

829,000

住民基本 
台帳人口 
（人） 

議員 
定数 

（人） 

議長 
報酬月額 
（円） 

副議長 
報酬月額 
（円） 

議員 
報酬月額 
（円） 

市・町長 
給料月額 
（円） 

一宮市 

春日井市 

稲沢市 

小牧市 

江南市 

犬山市 

扶桑町 

岩倉市 

大口町 

豊山町 

310,800円 

263,300円 

251,800円 

251,800円 

241,500円 

241,500円 

78,200円 

57,700円 

54,200円 

54,200円 

50,500円 

50,500円 

389,000円 

321,000円 

306,000円 

306,000円 

292,000円 

292,000円 

議員の職と人数 報酬月額 所得税額 差引支給額 

議長 1人 

副議長 1人 

常任委員会委員長 3人 

議会運営委員会委員長 1人 

副委員長 4人 

議員※ 5人 

　議会運営委員会では、議長から議員の定数と報酬等に関する諮問を受け、現在の定数（15人）と
報酬（292,000円～）の在り方の検討を始めています。 
　今回の意見交換会は、議員の定数と報酬について、住民の皆さんのご意見をお聞きするものです。 

　議員定数は平成19年に見直し、
現在に至っています。 

　60歳以上の議員が80％を占める中、任期数別では、
1期目（議員経験4年以下）の議員が4人と最も多く
なっています。 

　議員の定数や
報酬、市・町長の
給料等は、各市
町の条例で定め
られています。 
　大口町の議員
報酬は、町長給
料月額の約1/3
が基本となって
います。 

　上の表にある
議員報酬には所
得税がかかりま
すので、大口町
の議員の場合、
差引支給額は表
のようになります。 

　左表の決まりは、
廃止されています。 

　議員への期末手当（ボ
ーナス）はこのように計算
されます。退職金制度はな
く、議員年金制度は廃止さ
れました。 
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まちの 
元気者 
まちの 
元気者 

手続きは簡単です！ 
役場3階で住所と名前を書くだけ 

みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
みなさん議会傍聴に

来てください
12月定例会予定 
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11月25日（金） 提案説明 
11月30日（水） 質疑 
12月 1日（木） 質疑・委員会付託 
12月 6日（火） 総務建設常任委員会 
12月 8日（木） 文教福祉常任委員会 
12月13日（火） 一般質問 
12月14日（水） 一般質問 
12月20日（火） 討論・採決 

表紙の写真 

わがまち
　15回目のやろ舞い大祭
が開演。みんなの笑顔と、
その力強い舞いが、澄みき
った青空に。 

議
会

だ
よ

り
 

議
会
だ
よ
り 

議
会
だ
よ
り 

心ひとつに全員野球 
大口タイガース 

27年度決算認定　基金は増加　借金は減少 
北保育園　第1期工事完了 
一般質問　ごみ処理　何を重点に取り組んでいくか 
　　　　　町内河川の集中豪雨に対する治水対策は 
意見交換会にお越しください　11月12日（土） 2か所で開催 

～

月
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9月10日　第15回やろ舞い大祭（役場前駐車場） 9月10日　第15回やろ舞い大祭（役場前駐車場） 

会議録が閲覧できます 
http://www.town.oguchi.aichi.jp

/2741.htm

取材を終えて 
　野球を通じ、学年を超えて助け励ましあえる、
元気いっぱいの子どもたちです。子どもたち
の成長を支える15人のコーチ陣も選手たちへ
の熱い思いいっぱいでした。野球の魅力拡大
のために、仲間を増やしいつまでも頑張って
いただければと思いました。　　　（丹羽　孝） 

今日も勝つぞ、学年を超えて意思統一 がんばろう「心ひとつに全員野球」 

♪　大口タイガースってどんなチーム？ 
　大口タイガースは平成7年に活動を開始し
ました。大口町が認めるスポーツ少年団に所
属する少年軟式野球チームです。 
　北小学校児童を中心に19人の団員で構成さ
れ、北小学校をホームグランドに元気いっぱ
い練習に取り組んでいます。 

 

♪　どんな活動をしているの？ 
　子どもたち全員が心ひとつに、大好きな野
球を通して、勝った時の嬉しさ、負けた時の
悔しさ、青空の下で白球を追いかける楽しさ
を知ることなどで健康な身体作り、学年を超
えた子どもたちの交流を通して健全な心身の
育成をしていくことをモットーに活動してい

ます。子どもをサポートする大人同士のチー
ムワークもバッチリです。 
 

♪　皆さんに言いたいことはありますか？ 
　野球やスポーツに興味のある子は、男の子
でも女の子でも是非遊びに来てください。見
学だけでも大歓迎です。いつでも歓迎します。 
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